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障がい福祉に関するアンケート調査 

 

障がいのある人などに対する理解について 

 

問 57 あなたの身近に障がいのある人はいますか。（○は 1 つだけ） 

全体では「いない」が 61.0％で最も高く、ついで「身近な人がそうである」が 30.6％、「自分自身

がそうである」が 5.4％となっている。 

性別にみると、男性と女性の間に大きな違いはみられなかった。 

年代別にみると、「自分自身がそうである」と「身近な人がそうである」の合計の割合は、20 歳代

で最も高く 45.6％であり、10 歳代で最も低く 17.5％であった。同割合について、10 歳代、30

歳代で比較的少なくなっており、40 歳代以上はいずれも３割台であった。 

 

 

 

  

5.4 

6.3 

4.2 

3.2 

5.4 

7.8 

5.2 

2.3 

4.5 

7.8 

30.6 

31.4 

30.4 

14.3 

40.2 

17.4 

32.8 

33.5 

35.3 

29.0 

61.0 

59.8 

62.4 

79.4 

53.3 

73.0 

60.9 

63.1 

57.7 

57.8 

3.0 

2.5 

2.9 

3.2 

1.1 

1.7 

1.1 

1.2 

2.4 

5.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=1416）

男性（n=647）

女性（n=684）

10歳代（n=63）

20歳代（n=92）

30歳代（n=115）

40歳代（n=174）

50歳代（n=260）

60歳代（n=286）

70歳以上（n=410）

自分自身がそうである 身近な人がそうである いない 無回答
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問 58 障がいのある・なしにかかわらず、誰もが社会の一員としてお互いを尊重し、支え合っ

て暮らすことをめざす「共生社会」という考え方について、あなたはどう思いますか。

（○は 1 つだけ） 

全体では「共感する」が 49.8％で最も高く、ついで「どちらかといえば共感する」が 35.5％、「わ

からない」が 8.5％となっている。 

性別にみると、「共感する」と「どちらかといえば共感する」の合計の割合は、男性が 84.2％、女

性が 86.5％であり、女性の方が 2.3 ポイント高くなっている。 

年代別にみると、「共感する」と「どちらかといえば共感する」の合計の割合は、50 歳代で最も高

く 89.3％であり、10 歳代で最も低く 77.8％となっている。同割合について、10 歳代、20 歳代

で比較的低くなっている。 

 

 

 

  

49.8 

48.2 

51.9 

54.0 

50.0 

41.7 

51.1 

51.2 

50.7 

49.8 

35.5 

36.0 

34.6 

23.8 

28.3 

40.9 

31.0 

38.1 

37.1 

36.1 

2.3 

3.1 

1.5 

4.8 

1.1 

5.2 

5.2 

1.2 

1.7 

1.2 

1.4 

2.5 

0.4 

-

4.3 

2.6 

1.7 

1.5 

0.7 

1.0 

8.5 

8.2 

8.9 

14.3 

15.2 

9.6 

9.8 

7.3 

8.4 

6.6 

2.5 

2.0 

2.6 

3.2 

1.1 

-

1.1 

0.8 

1.4 

5.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=1416）

男性（n=647）

女性（n=684）

10歳代（n=63）

20歳代（n=92）

30歳代（n=115）

40歳代（n=174）

50歳代（n=260）

60歳代（n=286）

70歳以上（n=410）

共感する どちらかといえば共感する どちらかといえば共感しない

共感しない わからない 無回答
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問 59 障がいのある人などに対し、人々の理解が進んでいると思いますか。（○は 1 つだけ） 

全体では「ある程度進んでいる」が 46.9％で最も高く、ついで「あまり進んでいない」が

39.8％、「かなり進んでいる」が 5.2％となっている。 

性別にみると、「かなり進んでいる」と「ある程度進んでいる」の合計の割合は、男性が 53.3％、

女性が 51.0％であり、男性の方が 2.3 ポイント高くなっている。 

年代別にみると、「かなり進んでいる」と「ある程度進んでいる」の合計の割合は、10 歳代で最も

高く 57.1％であり、40 歳代で最も低く 47.1％であった。同割合について、40 歳代が４割台であ

り、それ以外の年代はいずれも５割台であった。 

 

 

 

  

5.2 

5.1 

5.4 

11.1 

8.7 

4.3 

2.3 

3.5 

5.2 

6.1 

46.9 

48.2 

45.6 

46.0 

47.8 

47.8 

44.8 

48.8 

46.9 

45.6 

39.8 

37.7 

42.0 

31.7 

32.6 

40.9 

44.8 

41.2 

43.4 

37.8 

4.7 

6.0 

3.4 

7.9 

9.8 

7.0 

6.9 

5.4 

1.7 

2.9 

3.5 

2.9 

3.7 

3.2 

1.1 

-

1.1 

1.2 

2.8 

7.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=1416）

男性（n=647）

女性（n=684）

10歳代（n=63）

20歳代（n=92）

30歳代（n=115）

40歳代（n=174）

50歳代（n=260）

60歳代（n=286）

70歳以上（n=410）

かなり進んでいる ある程度進んでいる あまり進んでいない まったく進んでいない

無回答
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問 60 日頃の生活の中で、障がいのある人などに対する差別や偏見などを感じることはあり

ますか。（○は 1 つだけ） 

全体では「あまり感じない」が 41.9％で最も高く、ついで「ときどき感じる」が 41.6％、「よく感

じる」が 7.7％となっている。 

性別にみると、「よく感じる」と「ときどき感じる」の合計の割合は、男性が 48.2％、女性が

50.0％であり、女性の方が 1.8 ポイント高くなっているが、大きな違いはみられなかった。 

年代別にみると、「よく感じる」と「ときどき感じる」の合計の割合は、20 歳代で最も高く 57.7％

であり、70 歳以上で最も低く 45.1％であった。同割合について、10 歳代と 70 歳以上が比較的

低くなっている。 

 

 

 

  

7.7 

7.9 

7.5 

9.5 

12.0 

6.1 

13.2 

8.8 

7.0 

4.6 

41.6 

40.3 

42.5 

36.5 

45.7 

46.1 

37.4 

42.3 

43.7 

40.5 

41.9 

42.5 

42.0 

31.7 

30.4 

40.9 

44.3 

44.2 

43.0 

43.4 

4.9 

6.6 

3.7 

22.2 

9.8 

5.2 

3.4 

3.5 

3.5 

3.7 

3.9 

2.6 

4.4 

-

2.2 

1.7 

1.7 

1.2 

2.8 

7.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=1416）

男性（n=647）

女性（n=684）

10歳代（n=63）

20歳代（n=92）

30歳代（n=115）

40歳代（n=174）

50歳代（n=260）

60歳代（n=286）

70歳以上（n=410）

よく感じる ときどき感じる あまり感じない まったく感じない 無回答
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 問 60 で「１．よく感じる」「２．ときどき感じる」と答えた方におききします 

問 61 障がいのある人などへの差別や偏見を感じるのは、どのような時ですか。（○はいくつ

でも） 

「仕事や収入の面」が 48.0％で最も高く、ついで「まちかどなどでの人の視線」が 43.8％、「交

通機関などが配慮されていない時」が 35.5％となっている。 

性別にみると、１番目、２番目、３番目に高い項目は男女とも全体と同じであった。 

年代別にみると、１番目の項目は、40 歳代、50 歳代、60 歳代、70 歳以上は「仕事や収入の

面」、20 歳代、30 歳代は「まちかどなどでの人の視線」、10 歳代は「教育の場面」となっている。全

体の上位３項目以外で入ってきているのは、10 歳代、20 歳代の「教育の場面」、10 歳代の「病名な

どが人に知られた時」、30 歳代の「挙動不審などと誤解される時」となっている。 

 

＜上位３項目＞ 

 １番目 ２番目 ３番目 

全体 仕事や収入の面 48.0% 
まちかどなどでの
人の視線 

43.8% 
交通機関などが配
慮されていない時 

35.5% 

性 
別 

男性 仕事や収入の面 49.4% 
まちかどなどでの
人の視線 

42.9% 
交通機関などが配
慮されていない時 

35.9% 

女性 仕事や収入の面 47.1% 
まちかどなどでの
人の視線 

45.9% 
交通機関などが配
慮されていない時 

33.6% 

年 
代 
別 

10 歳代 教育の場面 31.0% 仕事や収入の面 27.6% 

まちかどなどでの
人の視線 

27.6% 
病名などが人に知
られた時 

20 歳代 
まちかどなどでの
人の視線 

50.9% 仕事や収入の面 47.2% 教育の場面 43.4% 

30 歳代 
まちかどなどでの
人の視線 

58.3% 仕事や収入の面 50.0% 
挙動不審などと誤
解される時 

36.7% 

40 歳代 仕事や収入の面 52.3% 
まちかどなどでの
人の視線 

51.1% 
交通機関などが配
慮されていない時 

36.4% 

50 歳代 仕事や収入の面 48.9% 
まちかどなどでの
人の視線 

40.6% 
交通機関などが配
慮されていない時 

39.8% 

60 歳代 仕事や収入の面 53.8% 
まちかどなどでの
人の視線 

46.9% 
交通機関などが配
慮されていない時 

40.7% 

70 歳以上 仕事や収入の面 44.3% 
交通機関などが配
慮されていない時 

37.3% 
まちかどなどでの
人の視線 

36.8% 
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23.6 

48.0 

19.8 

10.9 

43.8 

8.7 

11.3 

35.5 

15.0 

23.2 

1.7 

1.6 

22.8 

49.4 

22.1 

11.9 

42.9 

7.4 

12.5 

35.9 

13.8 

22.8 

1.3 

1.0 

25.4 

47.1 

17.3 

9.6 

45.9 

8.5 

10.5 

33.6 

14.9 

24.3 

2.3 

1.8 

0 10 20 30 40 50 60

教育の場面

仕事や収入の面

近所づきあい

地域の行事や集まり

まちかどなどでの人の視線

市役所職員の対応

入店拒否など店の対応や店員の態度

交通機関などが配慮されていない時

病名などが人に知られた時

挙動不審などと誤解される時

その他

無回答

全体（n=698） 男性（n=312） 女性（n=342）
（％）



146 

  

31.0 

27.6 

24.1 

13.8 

27.6 

10.3 

13.8 

24.1 

27.6 

24.1 

6.9 

0.0 

43.4 

47.2 

24.5 

9.4 

50.9 

9.4 

5.7 

18.9 

18.9 

34.0 

1.9 

0.0 

21.7 

50.0 

16.7 

3.3 

58.3 

6.7 

11.7 

28.3 

18.3 

36.7 

1.7 

0.0 

30.7 

52.3 

18.2 

13.6 

51.1 

11.4 

15.9 

36.4 

17.0 

31.8 

1.1 

1.1 

28.6 

48.9 

15.0 

9.0 

40.6 

11.3 

14.3 

39.8 

15.8 

24.1 

3.0 

2.3 

16.6 

53.8 

18.6 

9.0 

46.9 

5.5 

9.0 

40.7 

12.4 

20.0 

0.0 

1.4 

16.8 

44.3 

23.8 

15.1 

36.8 

8.6 

9.7 

37.3 

11.4 

13.0 

1.6 

2.2 

0 10 20 30 40 50 60 70

教育の場面

仕事や収入の面

近所づきあい

地域の行事や集まり

まちかどなどでの人の視線

市役所職員の対応

入店拒否など店の対応や店員の態度

交通機関などが配慮されていない時

病名などが人に知られた時

挙動不審などと誤解される時

その他

無回答

10歳代（n=29） 20歳代（n=53） 30歳代（n=60） 40歳代（n=88）

50歳代（n=133） 60歳代（n=145） 70歳以上（n=185）

（％）（％）
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問 62 あなたは、「ヘルプマーク」を知っていますか。（○は 1 つだけ） 

全体では「名前を聞いたことがある」が 40.5％で最も高く、ついで「内容まで知っている」が

33.1％、「知らない」が 21.5％となっている。 

性別にみると、「内容まで知っている」は男性が 28.0％、女性が 39.0％であり、女性の方が

11.0 ポイント高くなっている。 

年代別にみると、「内容まで知っている」は、20 歳代が最も高く 54.3％であり、ついで 10 歳代

も 52.4％と高くなっている。一方、70 歳以上が最も低く 19.5％であった。年代が高くなるにつ

れて同割合は低くなる傾向がみられる。 

 

 

 

  

33.1 

28.0 

39.0 

52.4 

54.3 

43.5 

36.8 

36.9 

33.6 

19.5 

40.5 

41.0 

40.2 

23.8 

35.9 

35.7 

42.5 

41.9 

41.3 

43.2 

21.5 

27.2 

16.1 

20.6 

8.7 

17.4 

20.1 

18.8 

21.0 

27.8 

4.9 

3.9 

4.7 

3.2 

1.1 

3.5 

0.6 

2.3 

4.2 

9.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=1416）

男性（n=647）

女性（n=684）

10歳代（n=63）

20歳代（n=92）

30歳代（n=115）

40歳代（n=174）

50歳代（n=260）

60歳代（n=286）

70歳以上（n=410）

内容まで知っている 名前を聞いたことがある 知らない 無回答
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問 63 障がいのある人への差別をなくすことを目的として、平成 28 年 4 月に「障害者差別

解消法」が施行され、令和 3 年 6 月には法改正が行われました（令和 6 年 4 月施

行）。あなたは、「障害者差別解消法」を知っていますか。（○は 1 つだけ） 

全体では「知らない」が 52.6％で最も高く、ついで「内容は知らないが、法律があることは知って

いるが 24.4％、「内容は知っているが、法律が改正されたことは知らない」が 13.8％となってい

る。 

性別にみると、男性と女性の間で大きな違いはみられなかった。 

年代別にみると、「法律の内容を、改正内容も含めて知っている」と「内容は知っているが、法律が

改正されたことは知らない」の合計の割合は、10 歳代が最も高く 31.7％であり、70 歳以上が最

も低く 13.2％となっている。年代が高くなるにつれて同割合は低くなる傾向がみられる。 

 

 

 

  

5.4 

5.7 

5.7 

11.1 

8.7 

12.2 

6.3 

7.3 

4.2 

1.5 

13.8 

14.2 

12.9 

20.6 

17.4 

10.4 

16.1 

14.2 

14.0 

11.7 

24.4 

24.6 

23.5 

27.0 

17.4 

22.6 

23.0 

23.1 

26.9 

26.1 

52.6 

53.2 

53.4 

38.1 

55.4 

52.2 

53.4 

54.6 

51.7 

53.4 

3.8 

2.3 

4.5 

3.2 

1.1 

2.6 

1.1 

0.8 

3.1 

7.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=1416）

男性（n=647）

女性（n=684）

10歳代（n=63）

20歳代（n=92）

30歳代（n=115）

40歳代（n=174）

50歳代（n=260）

60歳代（n=286）

70歳以上（n=410）

法律の内容を、改正内容も含めて知っている 内容は知っているが、法律が改正されたことは知らない

内容は知らないが、法律があることは知っている 知らない

無回答
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問 64 障がいのある人などに対する理解を深めるためには何が必要だと思いますか。（○は

いくつでも） 

「こどもの時から、障がいや障がいのある人などのことについて学習し、交流する機会を充実す

る」が 57.9％で最も高く、ついで「障がいのある人などの就業の場を広げる」が 44.3％、「障がい

のある人などが自由に外出できるようなまちづくりを進める」が 38.1％となっている。 

性別にみると、１番目、２番目の項目はいずれの年代も同じであった。３番目の項目は 10 歳代、

20 歳代、30 歳代、40 歳代が「障がいのある人などの生活の実情や抱えている問題などについて

市民が理解しやすいよう知らせる」、50 歳代、60 歳代、70 歳以上は「障がいのある人などが自由

に外出できるようなまちづくりを進める」であった。 

 

＜上位３項目＞ 

 １番目 ２番目 ３番目 

全体 

こどもの時から、障がいや
障がいのある人などのこ

とについて学習し、交流す
る機会を充実する 

57.9% 
障がいのある人などの

就業の場を広げる 
44.3% 

障がいのある人などが
自由に外出できるよう
なまちづくりを進める 

38.1% 

性 
別 

男性 

こどもの時から、障がいや
障がいのある人などのこ

とについて学習し、交流す
る機会を充実する 

54.4% 
障がいのある人などの

就業の場を広げる 
44.7% 

障がいのある人などが
自由に外出できるよう
なまちづくりを進める 

36.3% 

女性 

こどもの時から、障がいや

障がいのある人などのこ
とについて学習し、交流す
る機会を充実する 

62.4% 
障がいのある人などの
就業の場を広げる 

44.3% 
障がいのある人などが
自由に外出できるよう

なまちづくりを進める 
39.2% 

年 
代 
別 

10 歳代 

こどもの時から、障がいや
障がいのある人などのこ

とについて学習し、交流す
る機会を充実する 

46.0% 
障がいのある人などの

就業の場を広げる 
33.3% 

障がいのある人などの

生活の実情や抱えてい
る問題などについて市
民が理解しやすいよう

知らせる 

31.7% 

20 歳代 

こどもの時から、障がいや
障がいのある人などのこ
とについて学習し、交流す

る機会を充実する 

55.4% 
障がいのある人などの
就業の場を広げる 

42.4% 

障がいのある人などの
生活の実情や抱えてい

る問題などについて市
民が理解しやすいよう
知らせる 

34.8% 

30 歳代 

こどもの時から、障がいや
障がいのある人などのこ
とについて学習し、交流す

る機会を充実する 

60.9% 
障がいのある人などの
就業の場を広げる 

35.7% 

障がいのある人などの
生活の実情や抱えてい

る問題などについて市
民が理解しやすいよう
知らせる 

33.9% 

40 歳代 

こどもの時から、障がいや

障がいのある人などのこ
とについて学習し、交流す
る機会を充実する 

64.9% 
障がいのある人などの
就業の場を広げる 

47.7% 

障がいのある人などの
生活の実情や抱えてい
る問題などについて市

民が理解しやすいよう
知らせる 

40.2% 

50 歳代 

こどもの時から、障がいや
障がいのある人などのこ
とについて学習し、交流す

る機会を充実する 

59.6% 
障がいのある人などの
就業の場を広げる 

44.2% 
障がいのある人などが

自由に外出できるよう
なまちづくりを進める 

40.8% 

60 歳代 

こどもの時から、障がいや
障がいのある人などのこ

とについて学習し、交流す
る機会を充実する 

64.3% 
障がいのある人などの

就業の場を広げる 
49.3% 

障がいのある人などが
自由に外出できるよう
なまちづくりを進める 

46.2% 

70 歳以上 

こどもの時から、障がいや
障がいのある人などのこ
とについて学習し、交流す

る機会を充実する 

51.2% 
障がいのある人などの
就業の場を広げる 

43.9% 
障がいのある人などが

自由に外出できるよう
なまちづくりを進める 

39.5% 
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57.9 

38.1 

44.3 

35.5 

25.9 

1.7 

9.2 

3.5 

54.4 

36.3 

44.7 

35.7 

24.1 

1.5 

11.3 

2.5 

62.4 

39.2 

44.3 

35.1 

27.8 

1.9 

7.7 

3.9 

0 10 20 30 40 50 60 70

こどもの時から、障がいや障がいのある人な

どのことについて学習し、交流する機会を充

実する

障がいのある人などが自由に外出できるよ

うなまちづくりを進める

障がいのある人などの就業の場を広げる

障がいのある人などの生活の実情や抱えて

いる問題などについて市民が理解しやすい

よう知らせる

障がいのある人などが利用する施設などを

地域住民にも開放して交流できるようにす

る

その他

特にない・わからない

無回答

全体（n=1416） 男性（n=647） 女性（n=684）
（％）



152 

障がいのある人などの地域生活について 

 

問 65 障がいのある人などが抱えている問題について、関心がありますか。（○は 1 つだけ） 

全体では「ある程度関心がある」が 56.7％で最も高く、ついで「あまり関心がない」が 26.0％、

「非常に関心がある」が 10.7％となっている。 

性別にみると、「非常に関心がある」と「ある程度関心がある」の合計の割合は、男性が 65.1％女

性が 69.5％であり、女性の方が 4.4 ポイント高くなっている。 

年代別にみると、「非常に関心がある」と「ある程度関心がある」の合計の割合は、50 歳代で最も

高く 76.5％であり、10 歳代で最も低く 57.1％であった。同割合について、10 歳代、20 歳代、

30 歳代が５割台、40 歳代、60 歳代、70 歳以上が６割台、50 歳代が７割台となっている。 

 

 

 

  

10.7 

11.3 

10.4 

11.1 

14.1 

10.4 

14.9 

12.7 

9.4 

8.0 

56.7 

53.8 

59.1 

46.0 

44.6 

48.7 

51.1 

63.8 

59.8 

58.8 

26.0 

27.8 

24.7 

33.3 

31.5 

30.4 

29.9 

21.9 

26.2 

23.7 

3.5 

5.1 

2.2 

9.5 

9.8 

8.7 

3.4 

1.2 

2.1 

2.2 

3.2 

2.0 

3.7 

-

-

1.7 

0.6 

0.4 

2.4 

7.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=1416）

男性（n=647）

女性（n=684）

10歳代（n=63）

20歳代（n=92）

30歳代（n=115）

40歳代（n=174）

50歳代（n=260）

60歳代（n=286）

70歳以上（n=410）

非常に関心がある ある程度関心がある あまり関心がない まったく関心がない 無回答
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46.0

17.5

33.3

31.7

20.6

0.0

15.9

4.8

55.4

26.1

42.4

34.8

17.4

2.2

12.0

2.2

60.9

31.3

35.7

33.9

18.3

3.5

8.7

2.6

64.9

36.8

47.7

40.2

28.7

2.9

9.8

0.6

59.6

40.8

44.2

35.0

24.6

2.3

10.0

0.8

64.3

46.2

49.3

37.4

28.0

0.3

7.7

1.7

51.2

39.5

43.9

34.1

29.5

1.5

8.0

7.1

0 10 20 30 40 50 60 70

こどもの時から、障がいや障がいのある人な

どのことについて学習し、交流する機会を充

実する

障がいのある人などが自由に外出できるよう

なまちづくりを進める

障がいのある人などの就業の場を広げる

障がいのある人などの生活の実情や抱えて

いる問題などについて市民が理解しやすい

よう知らせる

障がいのある人などが利用する施設などを

地域住民にも開放して交流できるようにする

その他

特にない・わからない

無回答

10歳代（n=63） 20歳代（n=92） 30歳代（n=115） 40歳代（n=174）

50歳代（n=260） 60歳代（n=286） 70歳以上（n=410）

（％）（％）（％）（％）（％）（％）
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 問 65 で「１．非常に関心がある」「２．ある程度関心がある」と答えた方におききします 

問 66 関心を持つようになった理由は何ですか。（○はいくつでも） 

「自分の親族や知り合いに障がいのある人などがいるから」が 40.4％で最も高く、ついで「テレ

ビや新聞・雑誌などで障がいのある人などに関することを見たり、聞いたりしているから」が

40.3％、「自分もいつ障がいを持つことになるかわからないから」が 39.1％となっている。 

性別にみると、上位３位に入っている項目は全体と同じであった。 

年代別にみると、１番目の項目は、20 歳代、40 歳代、50 歳代は「自分の親族や知り合いに障が

いのある人などがいるから」、10 歳代、60 歳代、70 歳以上は「テレビや新聞・雑誌などで障がい

のある人などに関することを見たり、聞いたりしているから」、30 歳代は「自分もいつ障がいを持つ

ことになるかわからないから」となっている。全体の上位３項目以外で入ってきている項目は、10

歳代の「ボランティア活動をしているから」となっている。 

 

＜上位３項目＞ 

 １番目 ２番目 ３番目 

全体 
自分の親族や知り合い
に障がいのある人など
がいるから 

40.4% 

テレビや新聞・雑誌など
で障がいのある人など

に関することを見たり、
聞いたりしているから 

40.3% 
自分もいつ障がいを持
つことになるかわから
ないから 

39.1% 

性 
別 

男性 

テレビや新聞・雑誌など
で障がいのある人など

に関することを見たり、
聞いたりしているから 

42.8% 
自分もいつ障がいを持
つことになるかわから
ないから 

42.3% 
自分の親族や知り合い
に障がいのある人など
がいるから 

39.9% 

女性 
自分の親族や知り合い
に障がいのある人など

がいるから 
40.6% 

自分もいつ障がいを持
つことになるかわから

ないから 
37.3% 

テレビや新聞・雑誌など

で障がいのある人など
に関することを見たり、
聞いたりしているから 

37.1% 

年 
代 
別 

10 歳代 

テレビや新聞・雑誌など

で障がいのある人など
に関することを見たり、
聞いたりしているから 

41.7% 
自分の親族や知り合い
に障がいのある人など

がいるから 
25.0% 

ボランティア活動をし
ているから 

13.9% 

20 歳代 
自分の親族や知り合い

に障がいのある人など
がいるから 

53.7% 

テレビや新聞・雑誌など
で障がいのある人など
に関することを見たり、

聞いたりしているから 

38.9% 
自分もいつ障がいを持

つことになるかわから
ないから 

27.8% 

30 歳代 
自分もいつ障がいを持
つことになるかわから

ないから 
33.8% 

自分の親族や知り合い
に障がいのある人など

がいるから 
26.5% 

テレビや新聞・雑誌など

で障がいのある人など
に関することを見たり、
聞いたりしているから 

26.5% 

40 歳代 
自分の親族や知り合い

に障がいのある人など
がいるから 

40.0% 
自分もいつ障がいを持

つことになるかわから
ないから 

39.1% 

テレビや新聞・雑誌など
で障がいのある人など
に関することを見たり、

聞いたりしているから 

29.6% 

50 歳代 
自分の親族や知り合い
に障がいのある人など

がいるから 
41.2% 

自分もいつ障がいを持
つことになるかわから

ないから 
38.2% 

テレビや新聞・雑誌など

で障がいのある人など
に関することを見たり、
聞いたりしているから 

29.1% 

60 歳代 

テレビや新聞・雑誌など
で障がいのある人など
に関することを見たり、

聞いたりしているから 

41.9% 
自分の親族や知り合い

に障がいのある人など
がいるから 

40.9% 
自分もいつ障がいを持

つことになるかわから
ないから 

37.4% 

70 歳以上 

テレビや新聞・雑誌など

で障がいのある人など
に関することを見たり、
聞いたりしているから 

55.1% 
自分もいつ障がいを持
つことになるかわから

ないから 
48.9% 

自分の親族や知り合い
に障がいのある人など

がいるから 
42.3% 
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40.4 

3.5 

4.0 

10.1 

40.3 

10.7 

39.1 

4.2 

5.9 

2.5 

39.9 

3.6 

4.3 

6.9 

42.8 

13.8 

42.3 

3.8 

5.9 

2.4 

40.6 

3.8 

3.6 

13.9 

37.1 

7.6 

37.3 

4.6 

5.7 

2.5 

0 10 20 30 40 50

自分の親族や知り合いに障がいのある人などがい

るから

ボランティア活動をしているから

ボランティア活動をしたい、ボランティア活動に興

味があるから

福祉関係の職業に従事しているから

テレビや新聞・雑誌などで障がいのある人などに関

することを見たり、聞いたりしているから

県や市の広報などで、障がいのある人などに関す

ることを目にするから

自分もいつ障がいを持つことになるかわからないか

ら

その他

特に理由はない

無回答

全体（n=954） 男性（n=421） 女性（n=475） （％）
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25.0 

13.9 

8.3 

2.8 

41.7 

0.0 

8.3 

2.8 

11.1 

5.6 

53.7 

3.7 

7.4 

18.5 

38.9 

3.7 

27.8 

5.6 

1.9 

5.6 

26.5 

0.0 

1.5 

16.2 

26.5 

7.4 

33.8 

10.3 

7.4 

1.5 

40.0 

6.1 

5.2 

11.3 

29.6 

11.3 

39.1 

6.1 

8.7 

0.9 

41.2 

2.5 

4.5 

15.1 

29.1 

6.5 

38.2 

4.5 

9.0 

2.0 

40.9 

2.5 

5.1 

10.6 

41.9 

8.6 

37.4 

5.1 

6.1 

3.5 

42.3 

3.3 

1.8 

3.3 

55.1 

19.0 

48.9 

1.1 

2.2 

1.8 

0 10 20 30 40 50 60

自分の親族や知り合いに障がいのある人な

どがいるから

ボランティア活動をしているから

ボランティア活動をしたい、ボランティア活

動に興味があるから

福祉関係の職業に従事しているから

テレビや新聞・雑誌などで障がいのある人な

どに関することを見たり、聞いたりしているか

ら

県や市の広報などで、障がいのある人など

に関することを目にするから

自分もいつ障がいを持つことになるかわから

ないから

その他

特に理由はない

無回答

10歳代（n=36） 20歳代（n=54） 30歳代（n=68） 40歳代（n=115）

50歳代（n=199） 60歳代（n=198） 70歳以上（n=274）

（％）
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障がいのある人などにやさしいまちづくりについて 

 

問 67 日常生活の中で、バリアフリーが進んでいないと感じることはありますか。（○は 1 つ

だけ） 

全体では「ときどき感じる」が 53.0％で最も高く、ついで「特に感じない」が 27.6％、「よく感じ

る」が 14.6％となっている。 

性別にみると、「よく感じる」と「ときどき感じる」の合計の割合は、男性が 65.8％、女性が

69.3％であり、女性の方が 3.5 ポイント高くなっている。 

年代別にみると、「よく感じる」と「ときどき感じる」の合計の割合は、50 歳代で最も高く 73.0％

であり、10 歳代で最も低く 47.6％であった。同割合について、50 歳代、60 歳代が比較的高くな

っており、10 歳代が比較的低くなっている。 

 

 

 

  

14.6 

13.1 

15.9 

12.7 

13.0 

15.7 

14.9 

16.5 

13.3 

15.1 

53.0 

52.7 

53.4 

34.9 

53.3 

53.9 

53.4 

56.5 

58.4 

50.5 

27.6 

31.5 

25.0 

52.4 

32.6 

29.6 

31.0 

26.5 

22.0 

24.9 

4.7 

2.6 

5.7 

-

1.1 

0.9 

0.6 

0.4 

6.3 

9.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=1416）

男性（n=647）

女性（n=684）

10歳代（n=63）

20歳代（n=92）

30歳代（n=115）

40歳代（n=174）

50歳代（n=260）

60歳代（n=286）

70歳以上（n=410）

よく感じる ときどき感じる 特に感じない 無回答
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 問 67 で「１．よく感じる」「２．ときどき感じる」と答えた方におききします 

問 68 どんなところで感じますか。（○はいくつでも） 

「道路や歩道（歩道が狭い、障害物がある、誘導ブロックがないなど）」が 57.3％で最も高く、つ

いで「電車やバスなどの公共交通機関（駅やバス停を含む）」が 42.8％、「駐車場（車いす利用者用

の駐車スペースがないなど）」が 31.6％となっている。 

性別にみると、男性の１番目、２番目、３番目に高い項目は全体と同じであった。女性は３番目に

「障がいのある人などが利用しやすいトイレが少ない」が入ってきている。 

年代別にみると、１番目の項目は、10 歳代以外は「道路や歩道（歩道が狭い、障害物がある、誘導

ブロックがないなど）」であり、10 歳代では「電車やバスなどの公共交通機関（駅やバス停を含む）」

となっている。全体の上位３項目以外で入ってきている項目は、10 歳代、30 歳代の「公共施設（建

物に段差や階段が多い、エレベーターがない、誘導ブロックがないなど）」、20 歳代、70 歳以上の

「障がいのある人などが利用しやすいトイレが少ない」となっている。 

 

＜上位３項目＞ 

 １番目 ２番目 ３番目 

全体 
道路や歩道（歩道が狭

い、障害物がある、誘導

ブロックがないなど） 

57.3% 
電車やバスなどの
公共交通機関（駅
やバス停を含む） 

42.8% 
駐車場（車いす利
用者用の駐車スペ
ースがないなど） 

31.6% 

性 
別 

男性 
道路や歩道（歩道が狭

い、障害物がある、誘導

ブロックがないなど） 

55.6% 
電車やバスなどの
公共交通機関（駅
やバス停を含む） 

40.6% 
駐車場（車いす利
用者用の駐車スペ
ースがないなど） 

31.5% 

女性 
道路や歩道（歩道が狭

い、障害物がある、誘導

ブロックがないなど） 

59.7% 
電車やバスなどの
公共交通機関（駅
やバス停を含む） 

44.5% 
障がいのある人な
どが利用しやすい
トイレが少ない 

31.6% 

年 
代 
別 

10 歳代 
電車やバスなどの
公共交通機関（駅
やバス停を含む） 

60.0% 
道路や歩道（歩道が狭

い、障害物がある、誘導

ブロックがないなど） 

50.0% 

公共施設（建物に段差

や階段が多い、エレベ

ーターがない、誘導ブ

ロックがないなど） 

36.7% 

20 歳代 
道路や歩道（歩道が狭

い、障害物がある、誘導

ブロックがないなど） 

54.1% 
電車やバスなどの
公共交通機関（駅
やバス停を含む） 

36.1% 
障がいのある人な
どが利用しやすい
トイレが少ない 

29.5% 

30 歳代 
道路や歩道（歩道が狭

い、障害物がある、誘導

ブロックがないなど） 

51.3% 
電車やバスなどの
公共交通機関（駅
やバス停を含む） 

38.8% 

公共施設（建物に段差

や階段が多い、エレベ

ーターがない、誘導ブ

ロックがないなど） 

32.5% 

40 歳代 
道路や歩道（歩道が狭

い、障害物がある、誘導

ブロックがないなど） 

63.0% 
電車やバスなどの
公共交通機関（駅
やバス停を含む） 

52.1% 
駐車場（車いす利
用者用の駐車スペ
ースがないなど） 

36.1% 

50 歳代 
道路や歩道（歩道が狭

い、障害物がある、誘導

ブロックがないなど） 

62.6% 
電車やバスなどの
公共交通機関（駅
やバス停を含む） 

41.1% 
駐車場（車いす利
用者用の駐車スペ
ースがないなど） 

30.5% 

60 歳代 
道路や歩道（歩道が狭

い、障害物がある、誘導

ブロックがないなど） 

56.1% 
電車やバスなどの
公共交通機関（駅
やバス停を含む） 

43.4% 
駐車場（車いす利
用者用の駐車スペ
ースがないなど） 

37.1% 

70 歳以上 
道路や歩道（歩道が狭

い、障害物がある、誘導

ブロックがないなど） 

56.1% 
電車やバスなどの
公共交通機関（駅
やバス停を含む） 

40.1% 
障がいのある人な
どが利用しやすい
トイレが少ない 

32.0% 

  



158 

  

42.8 

31.6 

57.3 

30.6 

26.4 

28.6 

27.0 

22.3 

2.4 

1.6 

40.6 

31.5 

55.6 

28.6 

25.8 

24.6 

28.9 

20.2 

3.3 

2.1 

44.5 

31.4 

59.7 

31.2 

26.6 

31.6 

25.5 

24.7 

1.5 

1.3 

0 10 20 30 40 50 60 70

電車やバスなどの公共交通機関（駅やバス停を含

む）

駐車場（車いす利用者用の駐車スペースがないな

ど）

道路や歩道（歩道が狭い、障害物がある、誘導ブ

ロックがないなど）

公共施設（建物に段差や階段が多い、エレベー

ターがない、誘導ブロックがないなど）

商業施設（建物に段差や階段が多い、エレベー

ターがない、誘導ブロックがないなど）

障がいのある人などが利用しやすいトイレが少ない

必要な場所に案内板や案内表示が少ない

障がいのある人などが情報を発信する手段が少な

い

その他

無回答

全体（n=958） 男性（n=426） 女性（n=474） （％）
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60.0 

26.7 

50.0 

36.7 

33.3 

13.3 

23.3 

20.0 

0.0 

6.7 

36.1 

27.9 

54.1 

26.2 

23.0 

29.5 

16.4 

11.5 

1.6 

3.3 

38.8 

25.0 

51.3 

32.5 

28.8 

22.5 

20.0 

28.8 

2.5 

0.0 

52.1 

36.1 

63.0 

31.9 

30.3 

28.6 

33.6 

27.7 

1.7 

0.8 

41.1 

30.5 

62.6 

28.9 

24.2 

26.8 

26.8 

25.3 

2.1 

1.6 

43.4 

37.1 

56.1 

34.1 

30.2 

30.7 

28.3 

24.4 

4.4 

0.5 

40.1 

29.4 

56.1 

28.6 

23.0 

32.0 

28.6 

17.5 

1.9 

2.2 

0 10 20 30 40 50 60 70

電車やバスなどの公共交通機関（駅やバス

停を含む）

駐車場（車いす利用者用の駐車スペースが

ないなど）

道路や歩道（歩道が狭い、障害物がある、

誘導ブロックがないなど）

公共施設（建物に段差や階段が多い、エレ

ベーターがない、誘導ブロックがないなど）

商業施設（建物に段差や階段が多い、エレ

ベーターがない、誘導ブロックがないなど）

障がいのある人などが利用しやすいトイレが

少ない

必要な場所に案内板や案内表示が少ない

障がいのある人などが情報を発信する手段

が少ない

その他

無回答

10歳代（n=30） 20歳代（n=61） 30歳代（n=80） 40歳代（n=119）

50歳代（n=190） 60歳代（n=205） 70歳以上（n=269）

（％）
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問 69 障がいのある人などが、地域の行事や活動により参加しやすくするためには、どのよ

うなことが必要だと思いますか。（○はいくつでも） 

「障がいのある人なども使いやすい施設を整備する」が 51.1％で最も高く、ついで「障がいのあ

る人なども利用しやすい交通機関や道路を整備する」が 46.7％、「障がいのある人などに対する

人々の理解を深めるよう、広報や福祉教育を充実する」が 38.2％となっている。 

性別にみると、１番目、２番目、３番目に高い項目は男女とも全体と同じであった。 

年代別にみると、１番目の項目は、50 歳代以外は「障がいのある人なども使いやすい施設を整備

する」であり、50 歳代は「障がいのある人なども利用しやすい交通機関や道路を整備する」であっ

た。全体の上位３項目以外で入ってきているのは、10 歳代の「障がいのある人などを支援するボラ

ンティアを育成する」となっている。 

 

＜上位３項目＞ 

 １番目 ２番目 ３番目 

全体 
障がいのある人なども
使いやすい施設を整備
する 

51.1% 
障がいのある人なども
利用しやすい交通機関
や道路を整備する 

46.7% 

障がいのある人などに
対する人々の理解を深

めるよう、広報や福祉
教育を充実する 

38.2% 

性 
別 

男性 
障がいのある人なども
使いやすい施設を整備
する 

50.2% 
障がいのある人なども
利用しやすい交通機関
や道路を整備する 

45.6% 

障がいのある人などに
対する人々の理解を深

めるよう、広報や福祉
教育を充実する 

40.0% 

女性 
障がいのある人なども
使いやすい施設を整備

する 
52.5% 

障がいのある人なども
利用しやすい交通機関

や道路を整備する 
49.7% 

障がいのある人などに

対する人々の理解を深
めるよう、広報や福祉
教育を充実する 

36.8% 

年 
代 
別 

10 歳代 
障がいのある人なども

使いやすい施設を整備
する 

52.4% 
障がいのある人なども

利用しやすい交通機関
や道路を整備する 

39.7% 
障がいのある人などを

支援するボランティア
を育成する 

22.2% 

20 歳代 
障がいのある人なども
使いやすい施設を整備

する 
57.6% 

障がいのある人なども
利用しやすい交通機関

や道路を整備する 
46.7% 

障がいのある人などに

対する人々の理解を深
めるよう、広報や福祉
教育を充実する 

34.8% 

30 歳代 
障がいのある人なども
使いやすい施設を整備
する 

57.4% 
障がいのある人なども
利用しやすい交通機関
や道路を整備する 

49.6% 

障がいのある人などに
対する人々の理解を深

めるよう、広報や福祉
教育を充実する 

29.6% 

40 歳代 
障がいのある人なども
使いやすい施設を整備

する 
57.5% 

障がいのある人なども
利用しやすい交通機関

や道路を整備する 
50.0% 

障がいのある人などに

対する人々の理解を深
めるよう、広報や福祉
教育を充実する 

39.1% 

50 歳代 
障がいのある人なども
利用しやすい交通機関
や道路を整備する 

53.1% 
障がいのある人なども
使いやすい施設を整備
する 

50.0% 

障がいのある人などに
対する人々の理解を深

めるよう、広報や福祉
教育を充実する 

37.7% 

60 歳代 
障がいのある人なども
使いやすい施設を整備

する 
55.2% 

障がいのある人なども
利用しやすい交通機関

や道路を整備する 
48.3% 

障がいのある人などに

対する人々の理解を深
めるよう、広報や福祉
教育を充実する 

42.7% 

70 歳以上 
障がいのある人なども
使いやすい施設を整備
する 

43.7% 

障がいのある人などに
対する人々の理解を深

めるよう、広報や福祉
教育を充実する 

41.7% 
障がいのある人なども
利用しやすい交通機関
や道路を整備する 

41.2% 
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51.1 

46.7 

38.2 

25.6 

24.5 

0.9 

9.3 

6.4 

50.2 

45.6 

40.0 

25.7 

24.7 

0.9 

11.4 

5.1 

52.5 

49.7 

36.8 

25.7 

24.1 

1.0 

7.0 

6.6 

0 10 20 30 40 50 60

障がいのある人なども使いやすい施設を整

備する

障がいのある人なども利用しやすい交通機

関や道路を整備する

障がいのある人などに対する人々の理解を

深めるよう、広報や福祉教育を充実する

障がいのある人などを支援するボランティア

を育成する

障がいのある人自身が積極的に地域との

関わりを持つようにする

その他

特にない・わからない

無回答

全体（n=1416） 男性（n=647） 女性（n=684）
（％）



162 

  

52.4

39.7

19.0

22.2

14.3

0.0

19.0

3.2

57.6

46.7

34.8

17.4

18.5

1.1

9.8

2.2

57.4

49.6

29.6

20.0

19.1

0.0

9.6

3.5

57.5

50.0

39.1

23.0

20.7

3.4

10.9

2.9

50.0

53.1

37.7

23.5

23.1

1.2

11.2

3.8

55.2

48.3

42.7

33.2

25.5

0.7

5.9

7.3

43.7

41.2

41.7

26.3

30.2

0.2

8.3

9.5

0 10 20 30 40 50 60 70

障がいのある人なども使いやすい施設を整

備する

障がいのある人なども利用しやすい交通機

関や道路を整備する

障がいのある人などに対する人々の理解を

深めるよう、広報や福祉教育を充実する

障がいのある人などを支援するボランティア

を育成する

障がいのある人自身が積極的に地域との関

わりを持つようにする

その他

特にない・わからない

無回答

10歳代（n=63） 20歳代（n=92） 30歳代（n=115） 40歳代（n=174）

50歳代（n=260） 60歳代（n=286） 70歳以上（n=410）

（％）（％）（％）（％）（％）（％）
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災害対策について 

 

問 70 障がいのある人などのために、災害対策として、市はどのようなことに力を入れる必

要があると思いますか。（○はいくつでも） 

「災害時に避難を支援してくれる協力者の体制づくり」が 49.5％で最も高く、ついで「福祉避難

所（一般の避難所での生活が難しい方を対象として受け入れる避難所）の設置」が 38.6％、「避難

先での医療体制の確保」が 36.4％となっている。 

性別にみると、女性は１番目、２番目、３番目に高い項目は全体と同じであった。男性は３番目に

「障がいがある人などの避難訓練を行う」が入ってきている。 

年代別にみると、１番目の項目は、40 歳代、50 歳代、60 歳代、70 歳以上は「災害時に避難を

支援してくれる協力者の体制づくり」、10 歳代、30 歳代は「障がいがある人などの避難訓練を行

う」、20 歳代は「福祉避難所（一般の避難所での生活が難しい方を対象として受け入れる避難所）の

設置」となっている。 

 

＜上位３項目＞ 

 １番目 ２番目 ３番目 

全体 
災害時に避難を支援し
てくれる協力者の体制
づくり 

49.5% 

福祉避難所（一般の避
難所での生活が難しい

方を対象として受け入
れる避難所）の設置 

38.6% 
避難先での医療体制の

確保 
36.4% 

性 
別 

男性 
災害時に避難を支援し
てくれる協力者の体制

づくり 
48.7% 福祉避難所の設置 37.6% 

障がいがある人などの
避難訓練を行う 

35.1% 

女性 
災害時に避難を支援し
てくれる協力者の体制

づくり 
51.5% 福祉避難所の設置 40.9% 

避難先での医療体制の
確保 

38.9% 

年 
代 
別 

10 歳代 
障がいがある人などの
避難訓練を行う 

49.2% 
災害時に避難を支援し

てくれる協力者の体制
づくり 

28.6% 

災害時の心得や地震に
関する知識を広める 

27.0% 
障がいのある人などに

配慮した災害情報など
の伝達体制の充実 

避難先での医療体制の
確保 

20 歳代 福祉避難所の設置 39.1% 
避難先での医療体制の
確保 

34.8% 
障がいがある人などの
避難訓練を行う 

33.7% 

30 歳代 
障がいがある人などの

避難訓練を行う 
45.2% 福祉避難所の設置 40.0% 

災害時に避難を支援し
てくれる協力者の体制
づくり 

34.8% 

40 歳代 
災害時に避難を支援し
てくれる協力者の体制
づくり 

51.1% 
障がいのある人などに
配慮した災害情報など
の伝達体制の充実 

43.7% 
避難先での医療体制の

確保 
41.4% 

50 歳代 
災害時に避難を支援し
てくれる協力者の体制

づくり 
50.0% 

障がいのある人などに
配慮した災害情報など

の伝達体制の充実 
41.2% 

避難先での医療体制の
確保 

40.0% 

60 歳代 
災害時に避難を支援し
てくれる協力者の体制

づくり 
59.4% 福祉避難所の設置 42.3% 

避難先での医療体制の
確保 

38.8% 

70 歳以上 
災害時に避難を支援し

てくれる協力者の体制
づくり 

53.2% 福祉避難所の設置 37.3% 
避難先での医療体制の
確保 

35.4% 
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34.5 

29.9 

49.5 

33.8 

38.6 

36.4 

28.3 

1.1 

8.8 

4.1 

35.1 

30.1 

48.7 

33.8 

37.6 

34.2 

26.0 

0.8 

10.2 

3.7 

34.2 

29.5 

51.5 

33.0 

40.9 

38.9 

31.4 

1.5 

7.6 

3.7 

0 10 20 30 40 50 60

障がいがある人などの避難訓練を行う

災害時の心得や地震に関する知識を広める

災害時に避難を支援してくれる協力者の体制づくり

障がいのある人などに配慮した災害情報などの伝

達体制の充実

福祉避難所（一般の避難所での生活が難しい方を

対象として受け入れる避難所）の設置

避難先での医療体制の確保

障がいのある人などが日常生活を円滑に行うため

の用具の確保（歩行支援用具、人工肛門の方の

排泄に必要な用具など）

その他

特にない・わからない

無回答

全体（n=1416） 男性（n=647） 女性（n=684） （％）
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49.2 

27.0 

28.6 

27.0 

19.0 

27.0 

19.0 

0.0 

19.0 

3.2 

33.7 

25.0 

31.5 

21.7 

39.1 

34.8 

21.7 

1.1 

10.9 

3.3 

45.2 

28.7 

34.8 

31.3 

40.0 

27.0 

30.4 

1.7 

10.4 

0.9 

38.5 

36.8 

51.1 

43.7 

40.8 

41.4 

29.9 

1.7 

12.6 

1.1 

36.2 

31.9 

50.0 

41.2 

39.6 

40.0 

30.4 

1.2 

6.5 

1.9 

29.0 

28.0 

59.4 

34.6 

42.3 

38.8 

29.4 

0.7 

7.7 

2.8 

30.0 

29.0 

53.2 

29.8 

37.3 

35.4 

28.0 

1.2 

7.3 

7.8 

0 10 20 30 40 50 60 70

障がいがある人などの避難訓練を行う

災害時の心得や地震に関する知識を広め

る

災害時に避難を支援してくれる協力者の体

制づくり

障がいのある人などに配慮した災害情報な

どの伝達体制の充実

福祉避難所（一般の避難所での生活が難し

い方を対象として受け入れる避難所）の設

置

避難先での医療体制の確保

障がいのある人などが日常生活を円滑に行

うための用具の確保（歩行支援用具、人工

肛門の方の排泄に必要な用具など）

その他

特にない・わからない

無回答

10歳代（n=63） 20歳代（n=92） 30歳代（n=115） 40歳代（n=174）

50歳代（n=260） 60歳代（n=286） 70歳以上（n=410）

（％）
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ボランティア活動などについて 

 

問 71 障がいのある人などを対象としたボランティア活動の経験はありますか。（○は 1 つだ

け） 

全体では「したことはない」が 81.6％で最も高く、ついで「以前したことがある」が 13.0％、「現

在している」が 1.9％となっている。 

性別にみると、「現在している」と「以前したことがある」の合計の割合は、男性が 12.8％、女性が

16.7％であり、女性の方が 3.9 ポイント高くなっている。 

年代別にみると、「現在している」と「以前したことがある」の合計の割合は、20 歳代が最も高く

25.0％であり、70 歳以上が最も低く 10.2％となっている。同割合について、10 歳代、50 歳代、

60 歳代、70 歳以上が１割台、20 歳代、30 歳代、40 歳代が２割台となっている。 

 

 

 

  

1.9 

1.7 

2.2 

1.6 

2.2 

0.9 

3.4 

2.7 

1.4 

1.2 

13.0 

11.1 

14.5 

15.9 

22.8 

20.9 

19.5 

8.8 

11.9 

9.0 

81.6 

84.7 

79.7 

79.4 

72.8 

75.7 

76.4 

86.5 

83.9 

83.9 

3.5 

2.5 

3.7 

3.2 

2.2 

2.6 

0.6 

1.9 

2.8 

5.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=1416）

男性（n=647）

女性（n=684）

10歳代（n=63）

20歳代（n=92）

30歳代（n=115）

40歳代（n=174）

50歳代（n=260）

60歳代（n=286）

70歳以上（n=410）

現在している 以前したことがある したことはない 無回答
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問 72 あなたは、障がいのある人などに対して、どのような支援ができますか。（○はいくつ

でも） 

「声かけや様子をみること」が 56.6％で最も高く、ついで「話し相手」が 31.0％、「特にない・わ

からない」が 23.9％となっている。 

性別にみると、１番目、２番目、３番目に高い項目は男女とも全体と同じであった。 

年代別にみると、１番目、２番目の項目は同じであった。全体の上位３項目以外で入ってきている

のは、20 歳代の「外出の時の付き添いや送迎」、20 歳代の「家事や買い物の手伝い」となってい

る。 

 

＜上位３項目＞ 

 １番目 ２番目 ３番目 

全体 
声かけや様子をみ
ること 

56.6% 話し相手 31.0% 
特にない・わから
ない 

23.9% 

性 
別 

男性 
声かけや様子をみ
ること 

52.7% 話し相手 28.7% 
特にない・わから
ない 

28.3% 

女性 
声かけや様子をみ
ること 

61.3% 話し相手 33.2% 
特にない・わから
ない 

19.7% 

年 
代 
別 

10 歳代 
声かけや様子をみ
ること 

47.6% 話し相手 28.6% 
特にない・わから
ない 

25.4% 

20 歳代 
声かけや様子をみ
ること 

52.2% 話し相手 42.4% 

外出の時の付き添
いや送迎 

23.9% 
家事や買い物の手
伝い 

30 歳代 
声かけや様子をみ
ること 

52.2% 話し相手 27.0% 
特にない・わから
ない 

26.1% 

40 歳代 
声かけや様子をみ
ること 

60.9% 話し相手 32.8% 
特にない・わから
ない 

24.7% 

50 歳代 
声かけや様子をみ
ること 

59.6% 話し相手 32.3% 
特にない・わから
ない 

25.0% 

60 歳代 
声かけや様子をみ
ること 

60.8% 話し相手 31.5% 
特にない・わから
ない 

23.4% 

70 歳以上 
声かけや様子をみ
ること 

53.9% 話し相手 28.0% 
特にない・わから
ない 

23.7% 
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47.6 

28.6 

9.5 

17.5 

15.9 

11.1 

6.3 

6.3 

0.0 

25.4 

4.8 

52.2 

42.4 

23.9 

18.5 

23.9 

13.0 

7.6 

4.3 

1.1 

19.6 

5.4 

52.2 

27.0 

10.4 

9.6 

17.4 

7.8 

7.8 

3.5 

2.6 

26.1 

3.5 

60.9 

32.8 

16.1 

13.2 

16.1 

9.2 

15.5 

4.6 

2.3 

24.7 

0.6 

59.6 

32.3 

13.1 

11.5 

16.2 

11.5 

13.5 

4.2 

0.4 

25.0 

2.3 

60.8 

31.5 

18.9 

7.0 

16.1 

8.7 

10.1 

4.9 

0.3 

23.4 

2.8 

53.9 

28.0 

12.0 

5.1 

15.9 

5.1 

9.5 

3.7 

2.4 

23.7 

8.0 

0 10 20 30 40 50 60 70

声かけや様子をみること

話し相手

外出の時の付き添いや送迎

書類などの代読や代筆、点訳、手話などの

コミュニケーションの手助け

家事や買い物の手伝い

身体介護の手助け

市役所の用事などの代行

交流や社会参加の場を設けること

その他

特にない・わからない

無回答

10歳代（n=63） 20歳代（n=92） 30歳代（n=115） 40歳代（n=174）

50歳代（n=260） 60歳代（n=286） 70歳以上（n=410）

（％）（％）
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市の取組について 

 

問 73 障がいのある人もない人も、ともに住みやすいまちをつくるための施策について、ど

のようなことが必要だと思いますか。（○はいくつでも） 

「障がいのある人などへの理解を進めるための福祉教育や広報活動の充実」が 38.9％で最も高

く、ついで「高齢者、障がいのある人、児童の施設サービスの充実」が 37.9％、「自宅での生活を支

援する在宅サービスの充実」が 35.9％となっている。 

性別にみると、男性は１番目、２番目、３番目に高い項目は全体と同じであった。女性は１番目と２

番目の順番が入れ替わっていた。 

年代別にみると、１番目の項目は、50 歳代と 70 歳以上以外では「障がいのある人などへの理解

を進めるための福祉教育や広報活動の充実」であり、50 歳代と 70 歳以上は「高齢者、障がいのあ

る人、児童の施設サービスの充実」となっている。全体の上位３項目以外で入ってきているのは、10

歳代、30 歳代の「道路の段差解消などの、バリアフリー化の推進」、20 歳代、40 歳代の「交通の利

便性の確保」、50 歳代、60 歳代、70 歳以上の「介護の必要な重度の障がいのある人などのため

の入所施設の整備」となっている。 

 

＜上位３項目＞ 

 １番目 ２番目 ３番目 

全体 
障がいのある人などへの
理解を進めるための福祉

教育や広報活動の充実 
38.9% 

高齢者、障がいのある
人、児童の施設サービ

スの充実 
37.9% 

自宅での生活を支援す
る在宅サービスの充実 

35.9% 

性 
別 

男性 
障がいのある人などへの
理解を進めるための福祉
教育や広報活動の充実 

38.2% 
高齢者、障がいのある
人、児童の施設サービ
スの充実 

36.0% 
自宅での生活を支援す

る在宅サービスの充実 
35.5% 

女性 
高齢者、障がいのある
人、児童の施設サービ
スの充実 

40.9% 
障がいのある人などへの
理解を進めるための福祉
教育や広報活動の充実 

39.5% 
自宅での生活を支援す

る在宅サービスの充実 
36.3% 

年 
代 
別 

10 歳代 
障がいのある人などへの

理解を進めるための福祉
教育や広報活動の充実 

39.7% 
高齢者、障がいのある

人、児童の施設サービ
スの充実 

27.0% 
道路の段差解消など

の、バリアフリー化の推
進 

22.2% 

20 歳代 
障がいのある人などへの

理解を進めるための福祉
教育や広報活動の充実 

31.5% 交通の利便性の確保 31.5% 
高齢者、障がいのある

人、児童の施設サービ
スの充実 

28.3% 

30 歳代 
障がいのある人などへの
理解を進めるための福祉
教育や広報活動の充実 

39.1% 
道路の段差解消など
の、バリアフリー化の推
進 

34.8% 
高齢者、障がいのある
人、児童の施設サービ
スの充実 

33.9% 

40 歳代 
障がいのある人などへの
理解を進めるための福祉
教育や広報活動の充実 

43.7% 
自宅での生活を支援す

る在宅サービスの充実 
40.8% 交通の利便性の確保 36.2% 

50 歳代 
高齢者、障がいのある
人、児童の施設サービ

スの充実 
42.7% 

自宅での生活を支援す
る在宅サービスの充実 

39.6% 

障がいのある人などへの
理解を進めるための福祉

教育や広報活動の充実 
38.5% 

介護の必要な重度の障
がいのある人などのた

めの入所施設の整備 

60 歳代 
障がいのある人などへの

理解を進めるための福祉
教育や広報活動の充実 

41.6% 
高齢者、障がいのある

人、児童の施設サービ
スの充実 

41.3% 
介護の必要な重度の障

がいのある人などのた
めの入所施設の整備 

39.9% 

70 歳以上 
高齢者、障がいのある

人、児童の施設サービ
スの充実 

39.5% 
自宅での生活を支援す
る在宅サービスの充実 

38.5% 
介護の必要な重度の障

がいのある人などのた
めの入所施設の整備 

38.3% 
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56.6 

31.0 

14.5 

9.5 

16.5 

8.5 

10.8 

4.3 

1.4 

23.9 

4.5 

52.7 

28.7 

15.0 

7.4 

14.2 

6.5 

11.4 

5.3 

1.4 

28.3 

4.2 

61.3 

33.2 

14.8 

12.0 

18.9 

10.8 

10.4 

3.4 

1.5 

19.7 

4.2 

0 10 20 30 40 50 60 70

声かけや様子をみること

話し相手

外出の時の付き添いや送迎

書類などの代読や代筆、点訳、手話などの

コミュニケーションの手助け

家事や買い物の手伝い

身体介護の手助け

市役所の用事などの代行

交流や社会参加の場を設けること

その他

特にない・わからない

無回答

全体（n=1416） 男性（n=647） 女性（n=684）
（％）
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38.9 

35.9 

37.9 

21.3 

17.7 

33.5 

24.1 

10.4 

13.1 

25.6 

32.1 

32.8 

24.9 

14.6 

19.4 

22.7 

13.6 

1.2 

4.2 

8.2

38.2 

35.5 

36.0 

21.5 

17.8 

32.5 

22.1 

8.8 

13.1 

23.6 

30.8 

32.1 

22.4 

14.7 

19.5 

21.9 

13.9 

1.1 

5.1 

7.7

39.5 

36.3 

40.9 

21.8 

18.1 

34.8 

27.0 

11.8 

12.9 

28.7 

33.6 

33.5 

28.4 

14.9 

19.3 

23.5 

13.7 

1.2 

3.5 

7.7

0 10 20 30 40 50

障がいのある人などへの理解を進めるための

福祉教育や広報活動の充実

自宅での生活を支援する在宅サービスの充

実

高齢者、障がいのある人、児童の施設サービ

スの充実

健康診断や健康教育などの保健・医療サー

ビスの充実

自分の生活、財産、権利を守ってくれるサー

ビスの充実

介護の必要な重度の障がいのある人などの

ための入所施設の整備

リハビリ・生活訓練・職業訓練などの通所施

設の整備

誰もが参加しやすいスポーツ・余暇活動の援

助や施設の整備

住民同士がふれあう機会や場の充実

就労支援の充実・働く場の確保

道路の段差解消などの、バリアフリー化の推

進

交通の利便性の確保

災害時の避難誘導体制の整備・充実

保健や福祉の専門的な人材の育成と資質の

向上

障がい福祉サービスの利用手続きの簡素化

相談窓口や情報提供の充実

ボランティアの育成や組織のネットワーク化

その他

特にない

無回答

全体（n=1416） 男性（n=647） 女性（n=684）

（％）
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39.7 

19.0 

27.0 

12.7 

20.6 

17.5 

17.5 

20.6 

15.9 

12.7 

22.2 

20.6 

12.7 

12.7 

15.9 

11.1 

7.9 

0.0 

12.7 

11.1

31.5 

18.5 

28.3 

25.0 

18.5 

17.4 

21.7 

10.9 

13.0 

25.0 

23.9 

31.5 

21.7 

12.0 

10.9 

15.2 

8.7 

0.0 

7.6 

13

39.1 

30.4 

33.9 

29.6 

24.3 

23.5 

21.7 

11.3 

11.3 

28.7 

34.8 

30.4 

26.1 

17.4 

23.5 

20.9 

8.7 

1.7 

6.1 

5.2

43.7 

40.8 

34.5 

23.6 

22.4 

25.9 

25.3 

13.8 

11.5 

32.8 

34.5 

36.2 

31.6 

14.4 

19.5 

27.6 

19.5 

1.1 

4.6 

4.6

38.5 

39.6 

42.7 

21.9 

20.0 

38.5 

27.7 

9.6 

13.1 

28.5 

36.2 

34.6 

25.8 

19.6 

23.5 

27.3 

15.8 

0.8 

5.0 

6.9

41.6 

38.1 

41.3 

21.3 

16.4 

39.9 

27.3 

9.4 

10.5 

29.0 

32.9 

35.7 

27.3 

16.1 

21.7 

28.0 

14.7 

1.4 

3.8 

6.3

37.1 

38.5 

39.5 

19.0 

13.2 

38.3 

21.7 

8.3 

15.6 

20.0 

31.2 

32.0 

22.9 

11.0 

16.6 

18.8 

12.4 

1.7 

1.2 

9.5

0 10 20 30 40 50

障がいのある人などへの理解を進めるため

の福祉教育や広報活動の充実

自宅での生活を支援する在宅サービスの

充実

高齢者、障がいのある人、児童の施設サー

ビスの充実

健康診断や健康教育などの保健・医療

サービスの充実

自分の生活、財産、権利を守ってくれる

サービスの充実

介護の必要な重度の障がいのある人などの

ための入所施設の整備

リハビリ・生活訓練・職業訓練などの通所施

設の整備

誰もが参加しやすいスポーツ・余暇活動の

援助や施設の整備

住民同士がふれあう機会や場の充実

就労支援の充実・働く場の確保

道路の段差解消などの、バリアフリー化の推

進

交通の利便性の確保

災害時の避難誘導体制の整備・充実

保健や福祉の専門的な人材の育成と資質

の向上

障がい福祉サービスの利用手続きの簡素

化

相談窓口や情報提供の充実

ボランティアの育成や組織のネットワーク化

その他

特にない

無回答

10歳代（n=63） 20歳代（n=92） 30歳代（n=115） 40歳代（n=174）

50歳代（n=260） 60歳代（n=286） 70歳以上（n=410）

（％）


